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　世界の大手機関投資家は、上場株式では得られない高い期待リターンと分散効果を求めて、PE投資に大規模
に取り組んでおり、わが国においても年々注目が高まっている。機関投資家がPE投資を拡大するには、実務上
の留意点が多く存在する。本稿では、PE投資を構成する重要な要素であるポートフォリオ構築、ファンド選別、
ミドル・バック体制、組織設計に焦点を当ててPE投資業務の実務面の課題を整理する。
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る日本生命保険（相）では、海外不動産投資の後、1999年よりPE投資に従事。米国現地法
人のPE FoFプログラムを創設・運用、その後金融投資部担当課長としてオルタナティブ
投資全般を統括、ニッセイアセットマネジメントにて商品開発部長、グローバルプロダク
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を幅広く担当。現職ではインフラ投資プログラムの設計、運営を主導。東京大学工学系研
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プライベートエクイティ（PE）投資―日本における課題整理と解決に向けて―


